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１－１：検索 

 

本システムに登録した工事実績データを検索します｡一般データ及び拡張データの

項目を検索条件として該当する、工事実績を検索することが出来ます｡また、本システ

ムでは通常検索の他、全文検索を行うことも可能です。また、工種、工法・型式を選択

し、技術データ項目を検索条件として、工事実績を検索することが出来ます。 
 

検索結果から「工事カルテ」「工事詳細」の表示、「添付ファイル」、「登録ファイル」の

ダウンロードを行うことが可能です。さらに、それぞれの一覧画面（検索結果一覧など）

をExcelファイルにダウンロードし、活用することもできます。 
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１－１－１：検索条件について 
 

検索条件を指定するときのルールは以下の通りです。 

 
 

～検索条件入力時のルール～ 

 

 

検索条件を複数指定した場合は AND 検索となり、指定した全ての条件に該当する 

データが検索されます。 

検索条件の指定はテキスト入力、リストボックスから選択、数値範囲指定の３通りが 

あります。 

 

１ テキスト入力（例：                ） 

テキスト入力フィールドにキーワードを入力し、評価形式をリストボックスより選択します。 

 (テキストは全半角・大文字小文字を判別するので注意) 

評価形式には以下のものがあります。 

部分一致 … キーワードを含むデータを検索 

前方一致 … キーワードから始まるデータを検索 

後方一致 … キーワードで終わるデータを検索 

完全一致 … キーワードと等しいデータを検索 

含まない … キーワードを含まないデータを検索 

注）技術者・新工法など複数繰り返しのある項目は、「含まない」検索は行えません。 

 

その他テキスト入力（例：                                ） 

リストボックス内の候補の中から「その他」を選択した場合、右隣のテキスト入力エリアにその他の値 

のキーワードを入力することができます。 

 

２ リストボックスより選択（例：           ） 

▼ボタンを押しリストボックス内に表示される候補の中から検索条件を選択します。 

▼リストボックスの条件をクリアする場合は、空白の行を選択します。 

 

３ 数値および日付範囲指定（例：                   ） 

数値および目付を範囲指定することにより、指定範囲に該当するデータを検索します。 

数値は半角で入力、日付は YYYYMMDD の形式で入力してください。 

（注：全角の場合は条件未設定とみなされます｡） 

また左ボックスのみ入力した場合は～以上 （から）、右ボックスのみ 

入力した場合は～以下 （まで）という指定が可能となります。 

【参考】 

ver6.3 で追加した拡張項目では数値型の項目（工事成績評点、減点（法令遵守等））に 

半角数字以外を入力した場合、エラーとなります。 

※先頭が“-“のマイナス値は入力可能。全角の数字はエラー。 
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１－１－２：通常検索の流れ 

 

①検索条件を入力する一般データ、工法・型式を選択します。項目を選択すると､条件

入力画面が自動的に切り替わります｡ 

 

「05 床上工事…」を選択

すると・・・

「05 床上工事…」の条件を入

力する画面に切り替わります。 
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②検索条件を前述の「検索条件入力時のル－ル」を参考に入力します。 

 
注）複数の工種にわたって検索条件を入力することは出来ません。 

 

 

複数の工種にわたって検索条件を入れたいときは＜1-2-1：条件入力して絞込み
＞、＜1-2-2：履歴で絞込み＞を使います。 

 
③検索実行ボタンを押します。 
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④検索結果が表示されます。さらに一覧表示ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[参考]検索の結果、該当がない場合には下画面のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～「検索」するには検索条件を必ず入力しなくてはならない？～ 
 

 「CORINS－EX」では検索を行う際に検索条件を入力することができますが、 

逆に検索条件入力を行わなくても検索結果及び検索結果一覧を表示すること 

ができます。 

 例えば、現在公開されている CORINS データが何件あるか調べたい時には 

一般データの条件を未入力のまま「検索実行」ボタンを押してください。 

全ての工事実績データに含まれる一般データを無条件にすることにより、 

現在公開されている「CORINS データ」全件を検索することができます。 

また、工種をリストボックスより指定し、条件未設定で検索を行うと、その工種 

を含む工事実績データが検索されます。 

 
※全件検索の場合は、登録データの件数により検索結果表示に要する時間は異なります。 

～自社JV出資比率の検索条件について～ 
 
「CORINS-EX」では、システム導入時／設定により１社の建設業許可番号が登録

されています。検索条件入力画面にて、『出資比率（自社%）』に条件を指定した場

合は、システムに設定されている建設業許可番号の会社を対象に出資比率の検索を

行います。指定した条件に出資比率：100%が含まれている場合は、対象会社の単

独工事データも対象に検索を行います。 

 

０件 
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⑤検索結果一覧が表示されます。 

 
E.表示されている検索結果一覧を Excel

ファイルとしてダウンロードする。 
 

 

 

 

F.表示されている検索結果一覧を出力

項目を選択して、Excel ファイルとしてダ

ウンロードする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A.該当工事をクリック

すると工事カルテが

下フレームに表示さ

れる。JACIC NET で

確認できる工事カル

テと同等のフォーマッ

トで内容を表示。 

B.該当工事をクリック

すると工事詳細が下

フレームに表示され

る。工事カルテに拡張

データを追加したフォ

ーマットで内容を表

示。 

C.該当工事をク

リックすると下

フレームに添付

ファイル一覧が

表示される。 

～項目ソート機能について～ 

. 

 検索結果が複数件表示された場合、表示の順番を変更することができます。 

表注タイトルの各項目名をクリックすると昇順、もう一度クリックすると降順へと、 

その項目をキーにして表示順序が入れ替わります。 

 

※.該当工事データに技術者／JV 業者／技術情報等のデータが１

件も無い場合は、項目名タイトルは表示されません。 

D.該当工事

をクリックす

ると登録した

CORINS デ

ータファイル

をダウンロ

ード可能。 
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CORINS データの表示例 

ａ-1． 工事カルテ表示例（請負金額：２５００万円以上の工事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a-2． 工事カルテ表示例（請負金額：２５００万円以下の工事） 

請負金額２５００万以下の工事の場合は、入力対象外項目はグレーアウトされます。 
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[参考]工事カルテの印刷方法 

｢工事カルテ｣のフレームを選択レブラウザの印刷機能を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラウザの機能より印刷を選択すると、Windows（ＯＳ）の「印刷ウィンドウ」が開きます。 

これはご利用のプリンター、ブラウザによって表示が異なります。この中より下記のように、印刷する 

範囲を指定するメニユーがあります。ここで当てはまるものを選択し印刷を行ってください。 

（下画面は OS、ブラウザ、お使いのプリンターによって異なります｡） 
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c-1． 添付ファイル一覧表示例 

 

ファイル名をクリックすると該当するファイルが 

ダウンロードされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Netscape をご利用の場合、ネットワーク上からファイルをダウンロードしようとすると、 

上記のような警告ウィンドウが表示されます。 

閲覧・印刷のみの利用であれば上記のように「開く」を選択し、「ＯＫ」ボタンを押します。 

データの加工、保存の必要性がある場合には「ディスクに保存」を選択します。 

保存場所を選択し、ダウンロード後、利用することができます。 
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［参考］ InternetExplorer を利用する場合は下記のようにブラウザ内に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ-2． 添付ファイル一覧表示例（URL情報が添付されている場合） 
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d．CORINS データファイル（CFD または xml ファイル）ダウンロード例 

 ダウンロードをクリックするとシステムに登録した CORINS データファイルのダウンロードを行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[参考]Windows システムにドキュメントタイプ（拡張子が CFD または xml のドキュメントを起動するアプ

リケーション）が登録されている場合は、上記のようにダウンロードダイアログが表示されます。登録

されていない場合は、下図のようにブラウザ内に表示されます。ダウンロードする場合は、右クリック

でダウンロードするかドキュメントタイプを登録して下さい。 
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ｅ．Exceｌファイル表示例 

 「b.添付ファイル一覧表示例」と同様に「Exceｌ」ファイルをダウンロード・保存し、「Exceｌ」でファイルを

開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考］ InternetExplorer をご利用になられた場合は下記のようにブラウザ内に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常の「検索」の流れは以上です。さらに詳細な「検索」を行う場合は「絞り込み検索」「履歴検索」 

または、「全文検索」をご利用ください。 
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f．項目選択 

 項目選択画面を別画面で表示します。“一般データ”、“検索条件”からExcelに出力する列を選択し、

“一覧ダウンロード”ボタンをクリックすることで、選択項目を列で出力した Excel をダウンロードできま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択項目の表示列数。最大255列まで選択可能

検索結果一覧に対応する検索条件の項目を表

示。『絞り込み検索』、『履歴組み合わせ検索』に

より、複数の工種にまたがる項目も選択するこ

とが出来る。 

 

“一般データ”と“検索条件”に同一項目が存

在する場合、どちらか片方をチェック状態に

出来ます。（初期表示時は、“検索条件”をチ

ェック状態で表示） 

 

 

 

 

 

 

 

“項目選択”画面で選択した項目を列として出力 
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１－２：絞込み検索 
一度行った検索結果を引継ぎ、さらに条件を追加して絞込み検索を行うことができます。 

絞込みにはさらに条件を追加入力する方法と検索履歴より条件を指定する２通りの方法があります。 

 

１－２－１：「条件入力して絞込み検索」の流れ 

 

①第一条件で検索実行後、検索結果画面より「条件入力して絞込み」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②一般データ、工法・型式を選択し、検索条件を入力し、検索実行ボタンを押下します。 
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③ 検索結果が表示されますので、一覧表示ボタンを押します。 
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１－２－２：「検索履歴で絞り込み検索」の流れ 

 

①第一条件で検索実行後、検索結果画面より「履歴で絞込み」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②画面で絞り込みたい検索条件に、      のようにチェックをつけます。 

検索方法「AND 検索」「ＯＲ検索」を右上から選択し「検索実行」ボタンを押します。 
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③検索結果画面が表示されますので、一覧表示ボタンを押します。 

また、検索履歴同士の「ＡＮＤ検索」、「OR 検索」の履歴は下画面のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④検索結果一覧が表示されます。 
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１－３：履歴検索 
「CORINS-EX」システムには、検索した際の履歴を一定時間(※)蓄積する機能があります。 

この検索履歴を利用して、さらに高度な検索を行うことができます。 

この機能を「履歴検索」と呼びます。（Web ブラウザを終了した時点で、履歴は無くなります。） 

 

※一定時間についてはシステム管理者へおたずねください。 

（システム導入時のデフォルトでは、１時間に設定されています。） 
 

１－３－１：「履歴検索」の流れ 

①検索条件入力画面の「検索履歴」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②検索履歴画面が表示されます。 
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③検索履歴の中から新たに検索条件として選びたい履歴に対し、      のようにチェックをつけま

す。「ＡＮＤ検索」か「OR 検索」を選択して検索実行ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④検索結果が表示されます。「一覧表示」ボタンを押します。 
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⑤検索結果一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考］各データの表示については「1-1-2：検索の流れ CORINS データの表示例」をご参照ください。 

 

注）検索履歴は、検索条件だけでなく検索結果データも一緒に保存されています。 

検索実行後、新たに『公開登録』や『拡張データ入力』・『添付情報のアップロード』などを行った 

場合は、検索結果の件数が異なる場合があります。その場合は、再度検索を行ってください。 
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１－４：全文検索 
「COINS-EX」は、「全文検索機能」を持っており添付ファイル及び各項目に対して、文字列による全文

検索が可能です。 

 

１－４－１：「全文検索」の流れ 

 

①検索条件入力画面の「全文検索」欄に任意の文字列を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「検索実行」ボタンを押します。 
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③検索結果画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「一覧表示」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果一覧が表示されます。 

 

［参考］全文検索の対象範囲は、公開承認されたCORINSデータ＋拡張データ＋添付ファイルとなりま

す。添付情報として登録する URL のリンク先は検索対象ではありません。また、全文検索は検索イン

デックスを検索対象としており、毎日夜間にインデックスの再生成を行います。よって、新規登録した

データは、公開承認後インデックスの再生成が完了するまで検索の対象となりません。 

 

データ登録 

 

 

データベース 

（公開データ） 
Word 

TXT 

全文検索エンジン 
全文検索

インデックス

生成

インデックス 

全文検索 

 
（添付ファイル情報） 

 
登録

 

 

 

 

 

 

［参考］各データの表示については「1-1-2：検索の流れ CORINS データの表示例」をご参照ください。 
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１－４－２：「全文検索」のキーワード指定方法 

全文検索にて検索キーワードを指定する方法は以下の通りです。 

 
＜キーワード指定方法＞  
  
①単一単語検索  

検索したいキーワードを１つだけ指定して検索を行います。  
例：成田空港  
     “成田空港“というキーワードがヒットした工事を表示します。 

 

②AND 検索 

あるキーワードとあるキーワードの両方を含む検索を行います。3 つ以上のキーワードを指定す

ることも可能です。キーワードとキーワードの間を空白（半角スペース）で区切って羅列するとそれ

らのキーワード全てを含む工事を AND 検索します。 

※ＯＲ検索は行えません。履歴の組合せで「ＯＲ検索」を指定して下さい。 

 
例：成田空港△滑走 

     “成田空港“と”滑走“という両方のキーワードがヒットした工事を表示します。 

 

②部分一致検索 

部分一致には前方一致・中間一致・後方一致の３種類があります。ワイルドカードに

は＊（半角文字）を指定します。 

例：tex* →tex から始まる単語 tex、texi2html、tex などを検索できます。 

例：*tex →tex で終わる単語 latex、platex、ptex、vertex などを検索できます。 

例：*tex* →tex を含む単語を検索できます。 

 

 

＜検索ヒットしない場合のアドバイス＞ 

■ 指定したキーワードが検索エンジンの辞書に登録されていない場合、分かち書き(※)により、

検索ヒットしない場合があります。キーワードを分割し「AND 検索」で検索をおこなって下さ

い。 

例）“日本人”と“日本”は別のキーワードとして判断します。キーワード：“日本”では 

“日本人”はヒットしません。 

■ 分かち書きにより検索ヒットしない場合は、「部分一致検索」にて検索を行って下さい。 

検索ヒットしやすくなります。 

■ 検索では、数字・アルファベットの大文字／小文字／半角／全角の区別はしません。 

英数字の連続文字は１つの連結品詞とみなします。但し、記号を含む場合は記号を除いた 

品詞となるため、記号を除いたキーワードで分割して検索を行って下さい。 

    例）TCP/IP → TCP と IP で検索 

    例）12345-6789Z → 12345 と 6789Z で検索 

■ 人名などは、分割するとヒットしやすくなります。 

   例）中田英寿 → 中田△英寿 

■ カタカナのキーワードは、正しく分かち書きされない場合があります。その場合は、 

キーワードを意味のある単位に分割して検索を行って下さい。 

例）ディーゼルハンマー → ディーゼル△ハンマー 
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※『 分かち書き （形態素解析） 』 

 
全文検索では、検索キーワードを大量のテキストから見つけます。検索の度にテキストの中を検

索すると時間がかかるため、あらかじめインデックスを作成します。インデックスは、テキストを文

法的に解析して検索エンジンの辞書に登録されている意味のある単語毎に分割して作成されま

す。検索では、このインデックスを参照して目的のキーワードがないか探します。この意味のある

単語毎に分割する方法を『分かち書き／形態素解析』といい、曖昧検索を可能します。 

 

 

 

 

 

  

 例） キーワード：「東京特許許可局」 
 この場合、“東京” “特許” “許可” “局” の４つに分割して検索します。 
 このため、「東京にある特許を許可する局」というテキストがあるファイルも検索ヒットします。 
  
 [参考] 
 

キーワードに「管理人」と指定した場合と「管理」と指定した場合 
 

「管理」と指定した場合の方が検索ヒット件数が少ない場合があります。 
 

「管理」と指定した場合は、「管理人」も含むので検索ヒット件数が増えるように思えます。 
 

しかし、検索辞書には、“管理”と“管理人”は別の品詞として登録されているため、  
“管理”＋“人”とは認識しません。  

  
＜対象添付ファイル＞  

CORINS-EX では、下記種類のファイルを添付登録した場合に全文検索対象  
となります。  
 

・ テキストファイル 

・ Microsoft EXCEL 

・ Microsoft WORD 

・ Microsoft PowerPoint 

・ DocuWorks 

・ PDF 

［注］セキュリティ等の目的で、添付ファイルにコピープロテクト等の制限がある場合、 

   インデックスの作成ができないため、全文検索対象外となります。 
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１－５：詳細説明 
１－５－１：検索条件入力画面 

 

画面説明 

 

①
② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①一般データ、工法・型式選択リスト 

 検索条件を入力する一般データ、工法・型式が選択できます。 

 

②検索条件入力エリア 

 各項目に対して検索条件を入力します。 

 

③全文検索入力欄 

  全文検索を行う場合のキーワードを入力します。 

注）複数工法・形式に渡って検索条件を入力することは出来ません。 

 

機能説明 

 

          ：トップ画面に戻ります。 

           ※管理者使用時のみ表示されます。 
 

 

          ：同一セッション内で行った検索条件一覧を表示します。 

※検索履歴がない時には表示されません。 

 

          ：入力した条件をすべてクリアします。 

 

          ：指定した条件で検索を実行します。 

           ※通常検索・全文検索の実行ボタンとして使用します。 
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１－５－２：検索結果画面 

 

画面説明 

① ② ③
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①件数 

 検索にヒットした件数が表示されます。 

 

②工種、工法・型式 

 どの工種、工法・型式（一般データを含む）に対して検索を行ったのかを表示します。 

 

③検索条件 

 検索条件を表示します。 

 

機能説明 

 

 ：トップ画面に戻ります。 

※管理者使用時のみ表示されます。 

 

：検索条件入力画面に戻ります。 

 

：同一セッション内で行った検索条件一覧を表示します。 

＜1-3 履歴検索＞参照。 

 

 ：検索条件に該当したデータを１ページ２０件づつ一覧で表示します。 

 

：検索結果に対してさらに検索条件を入力して絞込みを行います。 

＜1-2-1 条件入力して絞込み＞参照。 

 

：検索結果に対してこれまで検索した履歴で絞込みを行います。 

＜1-2-2 履歴で絞込み＞参照。 
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１－５－３：検索結果一覧画面 

 

画面説明 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①データ特定 

  オプション機能を利用する場合に、画面上の工事を選択する場合に利用します。 

  詳しくは、＜３章 オプション機能＞を参照。 

 

②No. 

  登録順に番号がふられます。また画面の項目「No.」部分をクリックすることで、検索 

  結果を昇順、降順に並べ替えることができます。 

 

③CORINS 番号 

  登録データの CORINS 番号を表示します。 

 

④受注・変更・竣工 

  各登録データの種類（受注・変更・竣工）を表示します。 

 

⑤工事件名 

  各登録データの工事件名を表示します。 

 

⑥請負金額 

  該当データの請負金額を表示します。 

 

⑦工期開始・終了 

  工期の開始日、終了日を表示します。 

 

⑧発注機関 

  該当工事の発注機関を表示します。 

 

⑨添付ファイル 

 該当工事をクリックすると添付ファイル一覧を表示します。 
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⑩登録ファイル 

 該当工事をクリックするとCORINS-EXに登録したCORINSデータファイル（CFDまたはxmlファイル）

をダウンロードします。 

 

機能説明 

 

 ：トップ画面に戻ります。 

※管理者使用時のみ表示されます。 

 

：検索条件入力画面に戻ります。 

 

：同一セッション内で行った検索条件一覧を表示します。 

＜1-3 履歴検索＞参照。 

 

：検索結果に対してさらに検索条件を入力して絞込みを行います。 

＜1-2-1 条件入力して絞込み＞参照。 

 

：検索結果に対してこれまで検索した履歴で絞込みを行います。 

＜1-2-2 履歴で絞込み＞参照。 

 

：表示されている検索結果一覧を Excel ファイルとしてダウンロードします。 

 

：表示されている検索結果一覧を、表示項目を選択して Excel ファイルとして 

ダウンロードします。 

 

：画面に表示されている一覧データを２０件毎ページ切替を行います。 

 （前ページへ／次ページへ） 

 

 ：オプション／カスタマイズ機能を呼び出します。 

 ＜３章 オプション機能＞参照。 

 

 ：“工事関連自社技術者検索結果一覧”を別画面で表示します。 

詳細は『自社技術者マスタ機能オペレーションマニュアル』を参照してください。 
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１－５－４：検索履歴画面 

 

画面説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤④③ ① ② 

 

①No. 

  検索履歴の古い順番に表示されています。No 列のチェックボックスを選択し、履歴検索 

  を行うこともできます。 

 

②件数 

  それぞれの検索時にヒットした件数を表示します。 

 

③工種、工法・型式 

  検索条件の分類を表示します。 

 

④検索条件詳細 

  どのような検索条件で該当したものなのか詳細を表示します。空白の場合は検索実行時に、 

  条件を何も入力していない場合となります。 

 

⑤検索方法の表示 

  履歴検索を遂行時、履歴検索を使用して「AND 検索」か「OR 検索」を行ったかを表示します。 

  何も表示していない部分は「履歴検索」ではなく、検索条件に基づく検索を行っている 

  ため表示されません。 
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機能説明 

 

 ：検索履歴一覧より重複した検索条件などを選択し、削除します。 

 

：検索条件に該当したデータを１ページ２０件ずつ一覧で表示します。 

 

：リストボックス切り替えにより AND 検索・OR 検索を切り替えることができます。 

 

AND 検索 … 指定した条件が全て含まれるデータを検索します。 
   【検索結果表示例】 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＲ検索 … 指定した条件が１つでも含まれるデータを検索します。 
   【検索結果表示例】 
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１－５－５：工事カルテ画面 

 

画面説明（請負金額が 2500 万円以上の場合） 
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画面説明（請負金額が 2500 万円未満の場合） 
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１－５－６：工事詳細画面 

 

画面説明（請負金額が 2500 万円以上の場合） 

 

Ver7 で削除された項目

は背景灰色で表示 

最大１５名分 

一般データ（技術者）項目 

最大８社分 

一般データ（ＪＶ）項目 

拡張データ項目 

“竣工”の場合に表示 

（最大５工種） 

技術データ項目 

一般データ項目 

Ver7 で削除された項目

は背景灰色で表示 
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画面説明（請負金額が 2500 万円未満の場合） 

 

最大１５名分 

一般データ（技術者）項目 

最大８社分 

一般データ（ＪＶ）項目 

拡張データ項目 

“竣工”の場合に表示 

（最大５工種） 

技術データ項目 

一般データ項目 

一部の項目を 

背景灰色で表示 
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１－５－７：項目選択画面（ver7.0 で追加） 

 

画面説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

② 

① 

 

①項目件数 

  現在、チェック状態の項目を Excel 出力した際の、項目件数（列数）を表示します。最大２５５列まで

選択することが出来ます。２５５列を超える場合、エラーメッセージが表示され、Excel のダウンロー

ドは出来ません。 

 

②一般データ 

  一般データの項目を表示します。初期表示時は、通常の一覧ダウンロードで出力される項目がチ

ェック状態で表示されます。必要に応じて、チェックを ON／OFF することにより、Excel の列項目として

出力するかどうかを選択することが出来ます。 

 

③検索条件 

  検索結果一覧画面を表示した際の検索条件項目を一覧表示します。初期表示時は、すべての項

目をチェック状態で表示します。ただし、一般データと重複する項目に関しては、一般データ欄のチェ

ックが優先されます。必要に応じて、チェックをON／OFFすることにより、Excelの列項目として出力す

るかどうかを選択することが出来ます。 
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機能説明 

：項目選択画面を閉じます。 

：一般データ欄の項目を全チェック／全チェック解除します。 

：検索条件欄の項目を全チェック／全チェック解除します。 

：一般データ欄および検索条件欄のチェック項目を列項目とした一覧 Excel を 

ダウンロードします。 

 

出力する Excel のイメージ 
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１－６：CORINS-EX Ver6.3 で追加した拡張項目について 

2007年9月末リリースの CORINS-EX Ver 6.3 では、拡張項目を追加しました。この項では追加した拡

張項目が関連する検索機能について説明します。 

 
１－６－１：検索条件入力画面 

画面説明 

 
 

拡張項目の説明 

名前 表示名 内容 型 

予備項目11 発注形態区分 

1  一般競争入札 

2  公募型指名競争入札 

3  指名競争入札 

4  随意契約 

5  その他方式 

6  その他 

セレクトボックス 

予備項目12 総合評価方式 

1  高度提案型 

2  標準型 

3  簡易型 

4  該当しない 

セレクトボックス 

予備項目13 低入札調査案件 

1  特別重点調査 

2  低入札調査 

3  該当しない 

セレクトボックス 

予備項目14 工事成績評定状況 

1  なし 

2  取得中 

3  取得済 

セレクトボックス 

予備項目15 工事成績評点   数値（※１） 

予備項目16 工事表彰区分 

1  優良工事 

2  技術開発 

3  安全管理 

4  イメージアップ 

セレクトボックス 
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5  その他 

予備項目17 工事表彰 

1  なし 

2  大臣表彰 

3  局長表彰 

4  事務所長表彰 

5  その他 

セレクトボックス 

予備項目19 技術者表彰 

1  なし 

2  大臣表彰 

3  局長表彰 

4  事務所長表彰 

5  その他 

セレクトボックス 

予備項目19 減点（法令遵守等）   数値（※１） 

予備項目20 減点内容   任意の文字列 

※１：型が数値の項目では、半角数値以外を入力するとエラーとなります。 
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表示順の指定について 【その１：定義ファイルの概要】 

 
＜拡張項目の定義ファイル＞ 

拡張項目は以下の XML ファイルに定義しています。 

/opt/apache-tomcat-5.5.12/webapps/corins-ex/template/template_parent/004.xml 

＜定義ファイルのイメージ＞ 

定義ファイルの内容は以下のようなイメージになります。 

<class expand="yes" name="予備項目11" hl="発注形態区分" order="200"> 

  <data eselid="1" name="予備項目11" validation="select" dld_check="1" dld_index="41" hl="発注形態区分">@@@@@</data> 

  <data name="その他" dld_check="1" dld_index="41">@@@@@</data> 

</class> 

<class expand="yes" name="予備項目12" hl="総合評価方式" order="201"> 

  <data eselid="2" name="予備項目12" validation="select" dld_check="1" dld_index="42" hl="総合評価方式">@@@@@</data> 

</class> 

<class expand="yes" name="予備項目13" hl="低入札調査案件" order="202"> 

  <data eselid="3" name="予備項目13" validation="select" dld_check="1" dld_index="43" hl="低入札調査案件">@@@@@</data> 

</class> 

＜タグの概要説明＞ 

<class>タグの“hl”属性は、画面表示時の名称を定義します。 

<class>タグの“order”属性は、画面表示時の表示順を定義します。 

追加拡張項目の表示順は 200～208 の間で定義しています。また、既存の拡張項目で

ある予備項目１－１０の表示順は 210～219 の間で定義しています。 
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表示順の指定について 【その２：表示順の変更】 

 

＜表示順の変更＞ 

拡張項目の表示順を変更する場合は、<class>タグの“order”属性の値を表示したい順

序に変更します。ただし、タグの記述順序は変更しないでください。記述順序が変わる

と既存データとの整合性が取れなくなるため、正常に検索出来なくなり、データベース

の再構築（レコード位置の入れ替え）が必要となってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
<class expand="yes" name="予備項目11" hl="発注形態区分" order="200"> 

  <data eselid="1" name="予備項目11" validation="select" dld_check="1" dld_index="41" hl="発注形態区分">@@@@@</data> 

  <data name="その他" dld_check="1" dld_index="41">@@@@@</data> 

</class> 

<class expand="yes" name="予備項目12" hl="総合評価方式" order="201"> 

  <data eselid="2" name="予備項目12" validation="select" dld_check="1" dld_index="42" hl="総合評価方式">@@@@@</data> 

</class> 

<class expand="yes" name="予備項目13" hl="低入札調査案件" order="202"> 

  <data eselid="3" name="予備項目13" validation="select" dld_check="1" dld_index="43" hl="低入札調査案件">@@@@@</data> 

</class> 

＜例：『発注形態区分』 と 『総合評価方式』 の表示順を入れ替える場合＞ 

 

【変更前】 

【変更後】 記述順序はそのままで、“order”属性の値だけを変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
<class expand="yes" name="予備項目11" hl="発注形態区分" order="201"> 

  <data eselid="1" name="予備項目11" validation="select" dld_check="1" dld_index="41" hl="発注形態区分">@@@@@</data> 

  <data name="その他" dld_check="1" dld_index="41">@@@@@</data> 

</class> 

<class expand="yes" name="予備項目12" hl="総合評価方式" order="200"> 

  <data eselid="2" name="予備項目12" validation="select" dld_check="1" dld_index="42" hl="総合評価方式">@@@@@</data> 

</class> 

<class expand="yes" name="予備項目13" hl="低入札調査案件" order="202"> 

  <data eselid="3" name="予備項目13" validation="select" dld_check="1" dld_index="43" hl="低入札調査案件">@@@@@</data> 

</class> 

Ver6.3で追加した拡張項目の表示順は200～209。既存の拡張項目（予備項目1-10）の表示順は210

～219 となっています。追加拡張項目と既存拡張項目を混ぜ合わせて表示順を変更する場合は、

200～219 の間で定義してください。 

 

拡張項目の表示順設定は「検索条件入力」、「拡張データ入力」、「工事詳細」の３画面に反映されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［参考］ 

［参考］ 

［注意］ 

200 より前の値は一般項目で利用しているため表示順に定義しないでください。 
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１－６－２：工事詳細画面 

 

画面説明 

  

「検索条件入力画面」と同様、定義ファイルで定義した表示順で表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


